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【1】研究の概要 

[1-1]本研究の目的・概要 

免疫不全マウスや有精卵を用いた Patient 

derived Xenograft(PDX)による疾患モデルの作

製や前臨床試験での応用方法が開発中である。

また腫瘍の発生・進展には複数の遺伝子におけ

る異常が複雑に関連していることが示唆され

ている。しかしながら、癌における個々の遺伝

子異常についての理解は深まっているものの、

複雑な分子機構の解明には至っていない。本研

究では、複数の網羅的な解析を用いることによ

り、この複雑に絡み合った複数の分子の働きを

把握し、新たな治療ターゲットやバイオマーカ

ーの発見を目指している。 

[1-2]研究の方法・経過 

① 腫瘍に関する遺伝子解析

癌治療標的分子のスクリーニングを行うため

に、手術検体を用いて DNAおよび RNAを組織か

ら抽出し、網羅的遺伝子解析を施行した。

② 手 術 検 体 を 用 い た Patient derived

Xenograft法の確立

研究同意得られた患者の手術検体を用いて免

疫不全マウスへの皮下移植または有精卵への

移植を行い多数のモデルを構築した。

③腫瘍に関する遺伝子解析で得られた治療法

的分子を狙った治療法の検討

ドライバー遺伝子や活性化シグナルを腫瘍ご

との網羅的な遺伝子解析で推察した。標的とし

た阻害薬での抗腫瘍効果を検討した。抗腫瘍効

果の検討は免疫不全マウス及び有精卵への PDX

モデルで評価した。

【2】研究成果

[2-1]本共同研究で明らかになった研究成果

本研究により手術検体を用いて多数の泌尿器

癌（腎細胞癌、尿路上皮癌、前立腺癌）の PDX

モデルや有精卵移植モデルを作製することが

できた。また移植率が高く、研究モデルとして

有用な候補腫瘍を用いて、網羅的遺伝子解析を

施行した。得られた結果から抗腫瘍効果が期待

できる候補薬を用いた PDXモデルでの抗腫瘍効

果を確認した。

[2-2]本共同研究による波及効果及び今後の発

展性 

本共同研究による波及効果としては、前臨床モ

デルの PDXモデルを多数構築できたことにより

個別化医療の１モデルとして有用であること

が示された。今後、さらにモデル作成と網羅的

遺伝子解析をシステム化することで、効率よく

効果が期待される候補薬の同定につながると

考えられる。 
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【4】今後の課題等 

今後の課題、その他等 

 

前立腺癌の PDXモデルは作成が困難であるが当

科では今回、2種類のPDXモデルを構築できた。 

前立腺癌は高頻度に骨転移をきたすことが知

られているが、骨転移の実験も出るのでメカニ

ズムや候補治療薬について十分に研究されて

いない。今後、前立腺癌における新規骨転移モ

デルの樹立することが課題である。 

 

 

 

 

 


